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2024/12/31 2025/10/31 2025/11/7
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 39,894.54 52,411.34 50,276.37 52,636.87 2025/11/4 25,661.89 2023/1/4
NYダウ ﾄﾞﾙ 42,544.22 47,562.87 46,987.10 48,040.64 2025/10/29 31,429.82 2023/3/15
円/ﾄﾞﾙ 円 157.20 153.99 153.42 161.95 2024/7/3 127.23 2023/1/16
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今週の日本株市場は、AI関連銘柄に対する過熱感が意識されるものの、良好な決算内容を背景に底堅く推移するとみます。

足元では、世界的な株価上昇をけん引してきたAI関連銘柄について、巨額投資への警戒感や株価の過熱感が意識され、上昇の勢いが

鈍っています。国内でも、先月末までの日経平均株価の大幅上昇の主因となったこれらの銘柄には高値警戒感が強く、しばらくは下

押し材料に働くとみます。一方で、終盤に差し掛かりつつある国内主要企業の7-9月期決算発表においては、為替が円安気味で推移

したことや米国の関税政策の不透明感が後退したことなどから、通期会社計画を上方修正する企業が多くみられ、これまで警戒され

ていた企業業績に対する期待が高まっています。これらのことから、AI関連銘柄以外の企業については、良好な決算を好感した買い

が入ることが期待され、日本株市場全体では底堅く推移するとみています。なお、米連邦政府機関の一部閉鎖が過去最長となり航空

便の減便など実体経済への悪影響が強まっています。上院民主党が妥協策を提示するなど議論が進展すればプラス材料視される反面、

一段と長期化懸念が強まれば米景気の悪化懸念が強まる可能性があり、注視しています。その他の注目材料として、日本では11日

の景気ウォッチャー調査、14日の第3次産業活動指数、欧州では13日の鉱工業生産、ドイツでは11日のZEW期待指数、中国では

14日の鉱工業生産などが挙げられます。

～ AI関連銘柄に対する過熱感が意識されるものの、良好な決算内容を背景に底堅く推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあり

ません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実績

であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自身

の判断でなさるようにお願いいたします。
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＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

（注）チャートは過去1年

週刊日本株レポート （11/10～11/14）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

商号等 ：朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

先週の日本株市場は、日経平均が▲2,134.97円（▲4.07％）、TOPIXが▲32.98ポイント（▲0.99％）となり、米国の雇用情

勢に対する懸念の高まりなどを受けて下落しました。業種別でみるとサービス業、水産・農林業、その他製品などの19業種が上昇

した一方、情報・通信業、海運業、電気機器など14業種が下落しました。

４日は、半導体関連中心に決算発表で好調だった銘柄へ物色が集まったものの、為替が円高進行したことが上値抑制に働き、３日

ぶりに下落しました。５日は、前日の米国株市場がハイテク株中心に下落したことを受けて、先月までの株価上昇を牽引していた

AI（人工知能）や半導体関連などに売りが広がり、２日続落となりました。６日は、米政府閉鎖の影響で米雇用統計が未公表の中、

米ADP社が発表した10月の全米雇用リポートで非農業部門の雇用者数が市場予想を上回ったことを受けて、米国の雇用情勢に対す

る懸念が後退したことなどから、３日ぶりに反発しました。７日は、前日に米調査会社チャレンジャー・グレイ・アンド・クリス

マスが発表した10月の政府と企業の人員削減計画数が大幅に増加したことを受け米国の雇用情勢に対する懸念が高まり、ハイテク

株中心に米国株市場が下落した流れを引き継ぎ、国内のAI関連銘柄にも売りが広がり、反落して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 米国の雇用情勢に対する懸念の高まりなどを受けて下落 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ AI関連銘柄に対する過熱感が意識されるものの、良好な決算内容を背景に底堅

く推移 ～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回

日銀金融政策決定会合における主な意見（10月29日、30日開催分）

景気一致指数 9月 112.8

景気先行CI指数 9月 107.0

景気ウォッチャー調査現状 10月 47.1

景気ウォッチャー調査先行き 10月 48.5

ドイツ ZEW期待指数 11月 39.3

日本 企業物価指数（前年比） 10月 +2.7%

欧州 鉱工業生産（前月比） 9月 ▲1.2%

米国 CPI（消費者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 10月 +3.0%

日本 第3次産業活動指数（前月比） 9月 ▲0.4%

鉱工業生産（年初来/前年比） 10月 +6.2%

小売売上高（年初来/前年比） 10月 +4.5%

小売売上高（除自動車）（前月比） 10月      --

PPＩ（生産者物価指数）（除食品・エネルギー/前年比） 10月      --

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：

決算発表予定　他

注意：米国の政府機関の一部閉鎖に伴い、米国経済指標の発表日が変更になる可能性があります。

11/10 ｺｱｳｨｰﾌﾞ 11/11 ﾈﾋﾞｳｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ  11/12 ｼｽｺｼｽﾃﾑｽﾞ､ﾊﾞｲｴﾙ､鴻海精密工業 11/13 ｳｫﾙﾄ･ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ､ｱﾌﾟﾗ
ｲﾄﾞ･ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ､JDﾄﾞｯﾄｺﾑ､ｼｰﾒﾝｽ､ﾒﾙｸ､ﾃﾝｾﾝﾄ 11/14 ｱﾘｱﾝﾂ

11/10 日清食品HD､ｽﾊﾞﾙ､古河電工､住友金属､ﾌｼﾞHD､資生堂､三菱地所､ふくおかF､めぶきFG 11/11 川崎重
工､ｿﾆｰG､鹿島､ｻﾝﾄﾘ食､大成建設､ｺｸｻｲE､光通信､出光興産､ｷﾘﾝHD､東急､ﾈｸｿﾝ､ｾﾞﾝｼｮｰ､三井金属､ｾｺﾑ､住
友不動産､ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG､楽天銀､ﾕｰ･ｴｽ･ｴｽ､JX金属､りそなHD､ﾀﾞｲﾌｸ､TBSHD 11/12 ｱｻﾋGHD､ｴﾈｵｽHD､ｱｼｯｸ
ｽ､いすゞ､ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ､ﾄﾚﾝﾄﾞﾏｲｸﾛ､ｵﾘｯｸｽ､ﾃﾙﾓ､ｴﾑｽﾘｰ､ﾊﾟﾝﾊﾟｼI､NIPPON EXPRESSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､三井住友TG
11/13 大和ﾊｳｽ､SMC､西武HD､ｷｵｸｼｱHD､ﾚｿﾞﾅｯｸHD､明治HD､Inpex､荏原､楽天G､横浜ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ､ﾏﾂｺ
ｺ､ﾆﾄﾘHD､TOPPANﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､三越伊勢丹 11/14 ｿﾆｰFG､東ﾚ､T&Dﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､横浜ｺﾞﾑ､第一生命HD､日
本ﾍﾟｲﾝﾄHD､大日本印刷､京都ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ､みずほFG､ｻｲﾊﾞｰA､ゆうちょ銀､日本郵政､ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽG､三菱
HCC､かんぽ生命､電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ､三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ､三井住友FG
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